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町
を
彩
る
文
化
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この秋、福智町で行われた

文化の催しで、たくさん

の子どもたちと出

会った。ファイン

ダー越しに見えたのは、子ど

もたちの笑顔や真剣な表情、

生き生きとした姿だった▶新

町で初めて開催された福
智町文化祭。音楽・芸能・
創作など、幅広い分野での活動が、
形になって表れた。普段は意識し
ない、文化という町の風土に出会
うことができた。会場では、新し
いものを発見し、体験している子

どもたちの目がキラキラと輝いて

映った▶町の未来を担う子どもたち

が、視野を広
げ、郷土に
誇りを持つた
めには、町の
文化的資源を活
用した多くの出会
いや体験の機会が

必要になる。町の豊か
な自然やはぐくまれた文化は、町
を見つめ直すことで浮かび上がっ
てくる。その一つひとつが、子ど
もたちの貴重な体験と学びの場に
なってくる▶古くから「聞いたこ

とは忘れる。見たことは覚える。

体験したことは忘れない」という

言葉がある。「文化の掘り起こし」

と「子どもたちの体験」が、これか

らの福智町を

支える人づ
くりの大切
なキーワー

ドになる

だろう。

カ
メ
ラ
の
向
こ
う
に

見
え
て
き
た
も
の

出
会
い
と
ふ
れ
あ
い
、
感
動
体
験

福智町文化祭イベント

人・もの・事との出会いと感動

12 「ふわふわして気持ちいいよ」と、金田会場の「移
動動物園」でヒヨコちゃんとのふれあい。13 赤池会
場では「押し花体験コーナー」で、自分だけのオリ
ジナルしおりを作成。14 方城会場の子どもたちの
人気者、ピエロのサムくんとメロンちゃん。みんな
のリクエストに応えて、風船で何でも作ってしまう。

9 赤池会場の「商工会ふるさとフェア」では、みん
なに大人気のヒーロー「ボウケンジャーショー」が特
設ステージで行われた。写真はステージショー終了
後の握手会。10 次の一手を慎重に打つ、赤池会場の
「囲碁体験コーナー」11 「うまくすくえないよー」と
思わず苦笑い、赤池会場バザーでの「ヨーヨーつり」。

　

町
の
陶
芸
文
化
は
韓
国
か
ら
渡
来

し
、
１
６
０
２
年
、
こ
の
地
に
宿
っ
た
。

今
は
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が「
異

文
化
」
を
テ
ー
マ
に
交
流
し
て
い
る
。

　

上
野
焼
開
祖
・
尊
楷
ゆ
か
り
の
地

で
あ
る
韓
国
泗
川
市
。
旧
赤
池
町
と

の
交
流
は
、
４
年
前
の
上
野
焼
４
百

年
祭
を
き
っ
か
け
に
始
ま
っ
た
。
以

来
交
互
に
訪
問
し
、
今
年
は
泗
川
市

三
成
初
等
学
校
か
ら
22
人
の
児
童
が

来
町
。
10
月
３
日
、
町
内
の
児
童
21

人
が
、
事
前
に
習
っ
た
韓
国
語
を
駆

使
し
て
出
迎
え
た
。
４
百
年
以
上
前

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
「
上

野
焼
体
験
」
で
、
初
日
か
ら
不
思
議

と
う
ち
解
け
た
。
心
通
わ
せ
た
３
日

間
を
終
え
、
子
ど
も
た
ち
は
涙
の
別

れ
で
再
会
を
誓
っ
た
。
海
を
越
え
て

実
現
し
た
友
情
と
体
験
は
こ
の
先
の

人
生
の
中
で
、
大
き
な
糧
と
な
る
に

違
い
な
い
。
か
つ
て
近
く
て
遠
い
国
と

呼
ば
れ
た
韓
国
が
子
ど
も
た
ち
の
身

近
に
、
心
の
中
で
息
づ
い
て
い
る
。

子どもたちの日韓文化交流

海を越え、やきものを通じ、心通わせた３日間

1 「初めまして」これから 3日間の行動を共にする
グループに分かれて、初のご対面。福智町（左）と
泗川市の児童がガッチリと握手。2自分の名前を
成形した器に彫り込んでいく。 3上野焼窯元の手
ほどきを受けながら器を成形。 4 手びねりと手ろ
くろを使った共同作業で、思い思いの作品づくり。

5 お互いの国や町を紹介しあった後、素朴なゲーム
で交流を深める児童たち。6 グループ発表に向けて
の練習、肩を組み、韓国の歌「アリラン」を合唱。
7 見送りの博多港で交流最後の別れを惜しむ。さび
しさのあまり涙が落ちた。8 見送りではたくさんの
子どもたちが期間中の名札を交換して、再会を誓った。 

　
「
イ
ベ
ン
ト
は
楽
し
く
な
け
れ
ば
意

味
が
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
、
お
祭

り
的
な
要
素
も
併
せ
持
つ
文
化
祭
。

３
会
場
の
広
場
に
並
ん
だ
テ
ン
ト
内

で
は
、
掘
り
出
し
物
の
バ
ザ
ー
や
お

い
し
そ
う
な
出
店
が
数
え
切
れ
な
い

ほ
ど
並
ん
で
い
た
。大
道
芸
や
コ
ミ
ッ

ク
シ
ョ
ー
、
移
動
動
物
園
、
囲
碁
や

工
作
の
体
験
に
加
え
、
家
族
連
れ
で

に
ぎ
わ
っ
た
ヒ
ー
ロ
ー
シ
ョ
ー
な
ど
、

各
会
場
で
特
色
あ
る
催
し
が
時
間
刻

み
で
行
わ
れ
た
。

　

期
間
中
、
文
化
祭
の
イ
ベ
ン
ト
に

足
を
運
ん
だ
人
は
、
２
日
間
で
延
べ

お
よ
そ
８
千
人
。
３
会
場
す
べ
て
を

回
る
人
も
多
か
っ
た
。
会
場
を
包
む

活
気
と
ワ
ク
ワ
ク
す
る
よ
う
な
楽
し

い
雰
囲
気
の
中
で
、
文
化
祭
で
し
か

体
験
で
き
な
い
こ
と
も
多
々
あ
っ
た
。

そ
こ
に
生
ま
れ
た
の
は
、
親
子
や
友

達
を
は
じ
め
と
す
る
た
く
さ
ん
の
ふ

れ
あ
い
。
そ
し
て
、
人
・
も
の
・
事

と
の
出
会
い
と
感
動
だ
っ
た
。

化の催しには、たくさ
んの発見と出会いがあ

る。そこは興味津々な子ども
たちにとって貴重な学びの場。
今まで知らなかった人、もの、
事との出会が、気づきや体験、
学びへとつながっていった。
この秋、町を彩った文化の場
では、参加しただれもが何か
を見、何かを感じ、何かに触
れた。町中のすべての会場が、
子どもたちにとって体験の舞
台、大きな大きな先生だった。
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